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１学期、残り１週間！～学習・生活を振り返る～
新年度が始まってから３ヶ月余り、１学期も残り１週間となりました。

３ヶ月間、生徒は学習に、また部活動にと、それぞれの目標に向かって

頑張ってきたと感じます。この１学期の成果と課題を明確にして、夏休み

以降の目標を立てるために、１学期の生活をしっかりと振り返ることが大

切です。各クラスでも、学活等で振り返りの時間があると思いますが、まずは各自で１学

期を振り返る時間をつくってみてください。

１学期の学校生活より
※遅くなりましたが、１学期の

行事等をいくつか紹介します。

東京校外学習（２年生、６月８日）
２年生の東京校外学習、天候にも恵まれ、当日は公

共交通機関を利用して、各班の計画に沿って都内の文

化施設などを訪問しました。「楽しめ 学べ 東京で

忘れられない思い出を」をスローガンに、苦労しな

がらも班員で協力しながら活動し、全ての班が集合場

所の上野公園にたどり着くことができました。励まし

合い、協力して目的を達成したことは、来年の修学旅行に繋がる収穫だったと思います。

校内弁論大会（６月９日）
各クラスの代表の生徒による校内弁論大会、日頃感

じていること、体験を通して学んだことや気づいたこ

と、みんなに伝えたいことなどを弁論として発表して

くれました。どの弁論も素晴らしく、中学生らしい感

性を感じるものでした。なお、最優秀となった３年１

組の荻野詠人さんが、６月２９日に行われた桐生市の弁論大会に参加し、桜木中の代表と

して立派に弁論を発表してくれました。

各クラスの代表弁士は以下のみなさんです。素敵な発表、ありがとうございました。

１－１ 亀田 咲良｢私たちは創られた幸せで生きている｣ ３－１ 荻野 詠人「堂々と生きるには」

１－２ 伊藤 碧玖｢精神病への理解と私たちに出来ること｣ ３－１ 津久井果歩「気にしないで前向きに」

２－１ 江原 羽琉「努力の価値」 ３－２ 石関 姫愛「自分らしくいられるために」

２－２ 小池 隆平「目的を考えて」 ３－２ 曾根 綺菜「互いの性格を生かして」

２－３ 齋藤 凪｢自分らしい 相手らしい 世界に｣ ３－３ 須田 夏芽｢利き手に左右されない使いやすさ｣



情報モラル講習会（１年生、６月２１日）
１年生を対象にした情報モラル講習会、今年度はぐんま

子どもセーフネット活動委員会の久保朋子先生を講師に、

「楽しくベンリにインターネットを使うためのアドバイス」

と題してお話をいただきました。私たちの生活から切り離

すことのできないインターネットですが、大変便利である

反面、危険なことや注意すべきこともたくさんあります。

学校でも継続的に話はしていきますが、ご家庭におかれましても、折に触れネット利用に

ついて話題にしていただきたいと思います。なお、当日は保護者の皆様にも多数ご参加い

ただきました。お忙しい中おいでいただいた皆様、ありがとうございました。

市総体激励壮行会（６月３０日）
７月１日開幕の桐生市中学校総合体育大会に向け行われた激励壮行会では、それぞれの

部が大会に向けた決意表明を行うことを通して、大会に向けて頑張ってきたことをお互い

に認め合い、また励まし合うことができました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

より、思うように活動できなかった時期もあった３年生、多くの生徒が今まで本当によく

頑張ってきました。総体前の練習の様子も見ていましたが、充実した活動ができていたと

思います。現在大会期間中ですが、最後まで全力で競技するみなさんを応援したいと思い

ます。 ＜壮行会終了後の記念撮影から＞

この他にも、ＰＴＡ生活整備部のみなさんには、登校観察や下校パトロールを実施して

いただきました。また、６月２７～２９日には各学年の授業参観・保護者会を開催させて

いただきました。お忙しい中、ご参加いただいた皆様、活動にご協力いただいた皆様にあ

らためて感謝申し上げます。ありがとうございました。


